
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年 １０月１０日 

保護者の皆様 

川崎市立浅田小学校   

校長  堀江  広志 

 

令和７年度 川崎市学習状況調査、全国学力・学習状況調査 

結果の概要と今後の取組について 

 

日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。４月１１日（金）

～１５日（火）に行いました４～６年生対象の川崎市学習状況調査の結果と、４月１７日（木）お

よび２４日（木）に行いました６年生対象の全国学力・学習状況調査の結果をご報告します。本校

では学校教育目標（育成を目指す資質・能力、目指す児童像等）の実現に向け、日々の教育活動に

取り組んでおり、今後は本調査結果を生かした取組をさらに進めてまいります。なお、本調査によ

って測定できるのは児童の実態の一部であり、学校における教育活動の一側面ですので、本資料に

つきましては、本校の教育活動の成果と課題を把握するための一つの指標としてお考えください。

また取組の様子は、今後の学校だよりや学年だより、学校報告会や説明会等でもお伝えします。 

 

学校教育目標「浅田のまちで、やさしく、かしこく、たくましく 生きる子どもの育成」 

〇「やさしく」・情操豊かで、思いやりのある子（豊かな人間性） 

〇「かしこく」・自ら課題を発見し、進んで学び、深く考える子（確かな学力） 

    ＜育てたい汎用的な資質・能力＞〇伝えたいという思いをもち、進んで関わる力 

〇自分の思いを言葉で表現する力 

                   〇共同し、思考とつながりを深める力 

〇「たくましく」・心身ともに健康で、前向きに生活する子（健康・体力の増進） 

 

令和７年度 川崎市学習状況調査 ４年生 

 

令和７年度 川崎市学習状況調査 ５年生 

・GIGA端末を多く活用し、持ち帰りを始めたことで、

情報活用能力の高まりを感じています。タイピング

や調べる力は確実に付いています。 

 

・学習の難易度が上がったこともあり、国語・算数と

もに前年度よりも理解度の下がりが見られます。ま

た、昨年までの既習が身に付いていない児童も多く

見られます。分からないことをそのままにせず、苦

手を早いうちに克服することが大切です。自主学習

の習慣を子どもたちにも呼びかけています。ご家庭

でも支援をお願いします。 

 

・小さなトラブルは教師の介入なく、自分たちで解決

できるようになってきました。折り合いをつけて、

互いに非を素直に認められる所がよいです。 

 

・自然教室などをきっかけに、身の回りの自分のこと

を自分でできるようになってきた児童が増えてきま

した。 

令和７年度 川崎市学習状況調査 ６年生     全国学力・学習状況調査 ６年生 

＜全国学力・学習状況調査より＞ 

・「人が困っているときは進んで助ける」「先生はよい
ところを認めてくれる」は全国並でしたが、「困り
ごとや不安など、先生や学校の大人に相談できる」
がやや低く、卒業･進学を控える後期に向け、一人
一人の児童をよく見て、きめ細かに声かけをするよ
うに努めていきます。 

 
・寺子屋あさだ、こども文化センターやわくわく、町内会等の活動が盛んなおかげで、地域の大人とふれ
あう機会が充実している様子がうかがわれます。今後も、学校･家庭･地域の連携や協力を積み重ね、地
域の大人が温かいまなざしで子どもたちを育てる、風通しの良い学校をめざしたいと思います。 

 
＜川崎市学習状況調査より＞ 
・市の学習状況調査の経年変化を見ると、国語・算数ともにいずれの観点においても、５年時でいったん
下がっていた正答率が回復を示しました。５年目に入った校内研究（汎用的な資質の育成）の取組の影
響も大きいと考えています。 

 
・「自分の力をできるだけ伸ばしたい」「難しいことも失敗をおそれず取り組む」など生活意欲旺盛な児童
のたくましさを生かし、後期の運動会、さらに旅立ちの会や卒業式等に向けて、自己肯定感や達成感を
味わえる充実した活動を、子どもたちと一緒に創っていきたいと思います。 

・国語・算数の正答率は、昨年、一昨年の４年生と

ほぼ同様の結果でした。「授業で習ったことをそ

の日のうちに復習する」も昨年、一昨年の４年生

とほぼ同じ割合でしたが、学年が上がると本校で

は４割を切る傾向にあります。４年生では、家庭

学習でのGIGA 端末の活用等を進め、復習の定着

をめざしたいと考えます。 

 

・「自分で学習の計画を立てる」ことは、自ら学ぶ

力をつけるには欠かせないポイントです。自学タ

イムや帰りの会でのふり返り、GIGA端末の活用

等を通して習慣化を図っていきたいと考えます。 

 

・「人が困っているときは、進んで助ける」は８割

以上が肯定的回答でした。これからも「思いや

る」行動を折にふれ励ましていきます。 

 

・「難しいことでも失敗をおそれず取り組む」も８

割以上が肯定的回答でした。この子どもたちのた

くましさを後期の運動会や連合音楽会の取組等に

生かし、充実感や達成感が味わえるように活動を

進めていきます。 

 

 


